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■ 学校の整備方針（仮） 

コンセプトを実現するための整備方針で、基本的には相良地域、榛原地域は同じになりますが、地域

性が現れるところについては、各地域で内容が変わることも考えられます。 

今後もいただいた意見により修正をしていきます。 

すべての子どもが快適で健やかに生活できる環境 

■ 快適性の高い環境 

採光・通風に配慮された明るく開放的な空間・木質化等 

■ インクルーシブ環境 

ユニバーサルデザインや児童生徒のケアのための相談室等の充実 

■ 多様な活動や交流を創造する学校図書館 

図書館は誰もが利用しやすい配置とし、多様な活動や異学年交流がしや

すい空間をつくる 

■ 健やかで衛生的な環境 

新しい生活様式への対応・熱中症対策・清潔な衛生環境 

９年間で次代を切り拓く力を育む柔軟で創造的な学習空間 

■ 学習形態の多様化に柔軟に対応できる施設計画 

・ 普通教室はゆとりある広さとし、建具の開閉により周囲に配したオー

プンスペースなどが活用できる等、柔軟性の高い学習空間とする 

・ ICT 環境の充実、機能的な収納や家具の充実により多様な学習形態に

対応できる学習空間とする 

■ ９年間の学びや交流を促進できる環境 

 体育館やグラウンドなどの運動施設は体格差のある子どもたちが安全で

のびのびと活用できる、教室は学年段階の区切りに応じ適切な配置がさ

れるなど、９学年それぞれの特性に応じた施設 

 児童生徒の交流スペースの充実により異学年交流がしやすいなど、９学

年が同じ校舎で学ぶメリットを最大限に活かせる施設 

安全・安心な学校 

■ 安心して通える安全な学校 

・ 教職員の目が行き届く死角の無い施設計画、構造・非構造部材・工作

物等の安全性、防犯機能の確保 

・ 安全な登下校や送迎ができ、使い易いバスロータリーや駐車場を整備

する 

■ 災害時の防災機能が充実した学校 

十分な耐震・耐火性能、洪水対策など防災機能を高め、災害時には避難

所として対応可能な施設整備 

方針１ 
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長期的に維持管理しやすく、景観と環境に配慮した施設 

■ 長期的に維持管理しやすい施設 

耐久性やメンテナンス性が高く、ライフサイクルコストを抑えながら長

期にわたり維持管理ができ、多用途への転換が可能な施設計画 

■ 脱炭素社会の実現を目指した施設 

省エネルギー化・再生可能エネルギーの導入などによるエコスクール 

■ 景観に調和した施設 

周囲の景観や地域の特性に適した施設外観や外構計画（ここは地域によ

り表現が変わる可能性あり） 

 

地域と学校の共育・共創空間としての施設 

■ 地域と学校が共に子どもを育てる環境 

コミュニティ・スクールを核に、地域の人々が活発に情報交換やコミュ

ニケーションを取り交流できる学校 

■ 地域の交流の拠点となる施設 

施設の複合化・多機能化（ここは地域により入れるものが変わる可能性

あり）により、地域が利用できる機能を有する。 

児童生徒の使い易さや安全性を第一に、開放エリアや動線を工夫し、地

域も活用し易い規模や機能とする 

 

教職員の充実した指導を支えられる執務空間 

■ 効果的・効率的な職員室 

職員室は内外を目視しやすく、子どもたちとのコミュニケーションが図

りやすい配置とし、教職員同士の連携や交流が取りやすい執務空間とす

る 

■ 充実した指導ができる環境 

教職員のリフレッシュやコミュニケーションの場の整備や ICT 環境の

整備等により、教職員が生き生きと働くことができる環境を整備する 

 

方針４ 

方針５ 

方針６ 



【榛原地区】 施設への検討会意⾒と整備⽅針案

具体策 大分類 意⾒ グループ分類
グルー

プ

⽅針１）すべての子どもが快適で健やかに生活できる
環境

開放感のある室内通路 広さ 4C
木造建築（木のぬくもり） 安全な施設 1C
学生広場（中庭） 共学 2C
中庭 リラックス 4C
木陰 創作 5C
バーゴラ等 外でくつろげる場所 創作 5C

緑の管理 草刈りルンバ（空港にある機械） 施設管理 5C
花壇 花壇がたくさんある学校 2
公園 公園 リラックス 4C

更⾐室
更⾐室（⼩学生とかも教室で着替えなくてもいいよう
に）

多様性 5C

⼈との交流・オープンスペース、⼀⼈になれるスペース
の確保

いちばん大切にしたい
こと

3

何か⼀つ自慢できるような設備（大きな図書スペース、
⼀⼈でいられるスペース）

ハード面 3

⼀⼈になれる場所 自由・主体性 5C

特性を持った児童がクールダウンできるスペース 多様性に対応する空間 3C

先生と子供がじっくり話のできる⼩部屋がいくつか 多様性に対応する空間 3C

相談室多 クールダウン 施設・設備 2C
個別につかえる⼩さな部屋の数を増やせたら 相談室た
くさん

個 4C

相談室充実 個 4C
発達のフォローのできる場所 個 4C

不登校児童が学校に⾏ってみたくなる部屋 多様性に対応する空間 3C

外国籍児童が日本語、日本文化を学ぶ部屋 多様性に対応する空間 3C

カフェのようなリラックスできる⼀⼈でも複数でも居ら
れるスペース

リラックス 4C

障害のある⼈もない⼈も 多様性 5C
ユニバーサルデザイントイレ（障害対応だけじゃなく
ジェンダー対応も）

多様性 5C

障がい者に安全なしつらえの充実 ハード面 3
何か⼀つ自慢できるような設備（大きな図書スペース、
⼀⼈でいられるスペース）

ハード面 3

地域図書館を上回る充実した図書室（子供特化型） 学び 4C

吉田図書館なみのある図書室 学び 4C

全館 空調設備、体育館も 施設・設備 2C

全校舎、体育館に空調設備を 施設・設備 2C

⽅針２）9年間で次代を切り拓く⼒を育む柔軟で創造
的な学習空間

教室→フレキシブル スペースが確保できていろんな形
に変えられる教室環境

自由度のある教室環境 3C

低学年（１〜４年生）はオープンな教室で教育（壁を設
けない）

共学 2C

教室は⼀定程度の広さが必要だが、必ずクローズな状態
になる

自由度のある教室環境 3C

教室を広く 広さ 4C
教室の広さや荷物置き場の広さに余裕が欲しい 広さ 4C

私物等の収納スペースが確保されている教室 自由度のある教室環境 3C

荷物置き場、ロッカー充実 広さ 4C
個⼈用の物置スペース広く欲しい、特に⼩学生 広さ 4C

広い廊下 自由度のある教室環境 3C

廊下に広い空間 体験活動や集会等が⾏える 自由度のある教室環境 3C

ワークスペースを大きく 共学 2C
オープンスペースを活用して いちばん大切にしたいこと 3
スタディスペース充実 学び 4C
PCを持ってなくても学べるところ 学び 4C

複数の特別教室 多様性に対応する空間 3C

音楽室の充実
音楽室（音響設備しっかりしている） パート練習でき
るよう複数ほしいな

文化・芸術 5C

創作 DIYができる施設（チェーンソーなどの扱い方を覚える） 創作 5C

自己表現の場 ステージ 自己表現できる︕ 文化・芸術 5C
なにをしても良い部屋がある 子どもしか⼊る事ができ
ない大⼈⼊室禁止

自由・主体性 5C

通信回線の充実した学校（大容量、⾼速） グローバルな⼈材育成 2

ネット環境の充実、容量、⾼速化 ＩＣＴの充実 1C
これからの社会はＩＴ化の時代となるので、それを取り
⼊れた施設の設置

ＩＣＴの充実 1C

校内外にWi-Fi 情報環境 3C
校内どこでもつながるWi-Fi環境 情報環境 3C

VRやAR対応のデジタルラウンジ デジタル・情報・グローバ
ル

5C

オンラインで世界とつながることができる部屋 デジタル・情報・グローバ
ル

5C

スタジオ YouTube動画の編集ができる︕ デジタル・情報・グローバ
ル

5C

（３）
教室環境の質の向上

多目的な空間の整備（オープンな空間の
場合︓教職員の目が届く間仕切りの⼯
夫）

交流ゾーンを多く広く確保（生徒の） 共学 2C
体育館は大⼩に分けるか1つを間仕切れるようにし冷暖房
完備

安全な施設 1C

体育館 大、⼩ 施設・設備 2C
運動場（グランド）はスポーツ内容によって分ける 安全な施設 1C
グラウンド 全部活対応（安全）、授業（体育）①大
②⼩ ③多目的

施設・設備 2C

多面利用出来るグラウンド（コート）体育館 ※場所に
困らない

広さ 4C

⾬でも利用可能なグラウンド（屋根付き︖室内施設︖） 遊び 5C

多目的に自転⾞置き場を使える→屋根・空間
多目的で安全な駐⾞
場、駐輪場

3C

大型の遊具 遊び 5C
体⼒づくりができる楽しい遊具（サスケ） 遊び 5C
スケートパーク 遊び 5C
ツリーハウス 創作 5C
大⼩のプール、低学年用と⾼学年用 安全な施設 1C
プール 床可動型（深さ調整可）※手すり取り外し可
※⼀般開放

施設・設備 2C

屋根付き プールは屋根付き 施設・設備 2C
温水プール プールはどうなるの︖温水プール◎ 地域 2

体育館、格技場、プール、⼩学生用、中学生用の別々の
施設

安全な施設 1C

多くの競技に挑戦できる備品と設備 核︕ 校内環境 1
オリンピアを育てることができるプログラム施設 遊び 5C

２つの保健室 保健室２つ 施設・設備 2C

意⾒の分類 榛原地区の意⾒
整備⽅針（案）

中分類

あたたかみ、ぬくもり、木造

1 すべての子どもが主役の学校

リフレッシュ・コ
ミュニケーションの
場の整備

中庭

緑がある

機能の充実子
ど
も
の
居
場
所
と
な
る
快
適
で
温
か
み
が
あ
る
生
活
空
間

（１）
快適な居住空間の整
備

・採光や通風に配慮
・コミュニケーションやリフレッシュの
ための空間

快適な学校 開放感がある

■快適性の高い環境
採光・通風に配慮された明るく開放的な空間・木質化等

（２）
インクルーシブ環境
の整備

・ユニバーサルデザイン・バリアフリー
・⾞イス使用者用トイレ・EVの設置
・落ち着いて学習できるスペース
・クールダウンできるスペース
・医療ケアに配慮したスペース

フォロー体制の充実
のための部屋

クールダウン室、閉じた空間の整備

■インクルーシブ環境
ユニバーサルデザインや児童生徒のケアのための相談室等
の充実

相談室の充実

多様な児童生徒（発達・不登校・多国籍児
童等）のフォローができる部屋

リラックスできる部屋がある

9学年での利用に適
した、充実した運動
施設

ユニバーサルデザイン

（３）学びと情報の
中心となる学校図書
館の充実

・利用し易い配置・機能の充実
・学習活動を効果的・効率的に⾏える空
間に
・子どもたちの居場所の⼀つとして捉え
る

図書館の充実
■多様な活動や交流を創造する学校図書館
図書館は誰もが利用しやすい配置とし、多様な活動や異学
年交流がしやすい空間をつくる

（４）健やかで衛生
的な環境の整備

・コロナ禍以降の新しい生活様式を踏ま
えた衛生環境
・断熱性能の確保 ・冷暖房設備の整備
・トイレの洋式化・乾式化

冷暖房設備の整備 全館空調
■健やかで衛生的な環境
新しい生活様式への対応・熱中症対策・清潔な衛生環境

特別教室の充実
表現⼒・創造⼒
を⾼める部屋

主体性を⾼める部屋

遊具の充実

■学習形態の多様化に柔軟に対応できる施設計画
・普通教室はゆとりある広さとし、建具の開閉により周囲
に配したオープンスペースなどが活用できる等、柔軟性の
⾼い学習空間とする
・ICT環境の充実、機能的な収納や家具の充実により多様
な学習形態に対応できる学習空間とする

２ 次代を切り拓く⼒を育むために

プールの充実
年齢差への配慮

運動施設は全て⼩中分けて使える

多様な競技が可能

9学年での利用に適した保健室

（４）
⼩中⼀貫教育に対応
した環境の整備

・⼩中⼀貫した教育課程に対応した施設
環境
・学年段階の区切りに対応した空間構成
や施設機能
・異学年交流スペースの充実
・９年間の系統性・連続性のある教育活
動を効果的に実施できる環境
・施設⼀体型校舎の特性、教育効果を考
慮

児童生徒の交流スペース

■９年間の学びや交流を促進できる環境
・ 体育館やグラウンドなどの運動施設は体格差のある子ど
もたちが安全でのびのびと活用できる、教室は学年段階の
区切りに応じ適切な配置がされるなど、９学年それぞれの
特性に応じた施設
・児童生徒の交流スペースの充実により異学年交流がしや
すいなど、９学年が同じ校舎で学ぶメリットを最大限に活
かせる施設

（１）
多様な学習活動がで
きる教室空間の整備

・余裕のある教室サイズ
・敷地内全域の⾼速大容量通信ネット
ワーク環境の整備
・教室周辺の空間ーワークスペースーテ
ラスなどの連携
・少⼈数活動のためのワークスペース/個
⼈活動のためのパーソナルスペース（要
検証）
・特別教室ゾーン（要検証）

フレキシビリティの
⾼い教室まわり

学びのスペースの形を変えられる

（２）
設備や家具の⼯夫に
よる空間の有効活用

・教室の活動空間を最大限に活かす
（ロッカー等の教室外設置の検討）
・遠隔・オンライン授業に対応できる設
備
・教職員のためのICT環境整備

ICT環境の整備

通信環境の充実

スタジオ・デジタルラウンジ

教室のオープン・クローズ

広い教室 充実した収納スペースの
確保

広い廊下・ワークスペース

スタディスペース

二つの体育館

グラウンドの充
実

広さ確保

⾬天利用スペースの確保

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
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⽅針３）安全・安心な学校
安全安心を第⼀に 安心安全 2
安全・安心 大前提 1

死角がない 「死角」のない開けた空間 核︕ 校内環境 1
防犯対策 不審者対策（学校内の侵⼊、関係者との区別） 安心安全 2

安心安全、災害に強い ハード面 3
避難所となれる学校 地域 2
災害時の地域防災拠点としての機能を持つ 地域 2C
防災（避難所）機能を備えた学校 地域 2C
パーソナルスペース、避難する時すれ違う時せまい× 広さ 4C
孤⽴しない 災害時に周りの道が冠水したらどうしよう
もない、水はけを良くする

防災 1C

防災の拠点となれるような施設にして欲しい 防災 1C

（２）⻑期的に管理
し易い施設

・適正な管理ができる規模 ・メンテナ
ンスし易い
・変化に柔軟に対応できる施設

⽅針４）⻑期的に維持管理しやすく、景観と環境に配
慮した施設

児童クラブで送迎のスムーズなように ロータリー 登下校 4C
広いバスと自家用⾞がとまれるロータリー 登下校 4C
駐⾞場のスペース安全第⼀ 多目的で安全な駐⾞場、駐輪場3C
広い駐⾞場 防災 1C
大きな駐⾞場 登下校 4C
⾬でも困らない駐⾞場 登下校 4C
駐⾞場から⼊⼝まで⾬に濡れないで⼊れる通路 登下校 4C
駐⾞場からの導線の⼯夫 多目的で安全な駐⾞場、駐輪場3C

（４）脱炭素社会の
実現を目指した学校
施設整備

・省エネルギー化（⾼断熱化・⾼効率照明
等）・再生可能エネルギー（太陽光等）の
導⼊によるエコスクール

⽅針5）地域と学校の共育・共創空間としての施設
ボランティアセンターや市⺠活動センターの併設 地域 3
地域コミュニティの拠点確保 地域 2C
ファミリーサポートセンターやシルバー⼈材センターを
併設し、子育て世代のサポート（送迎など）

子育て支援 2

地域の中の学校①学校教育と社会教育のスペース 地域 2
市⺠活動団体が活動できる場 市⺠活動センター︖ →
学校の活動のサポート

地域・起郷 5C

細江のコミュニティセンターみたいなの （体育館、会
議）

学び 4C

地域の⼈が訪れやすいCSルーム 地域 2
コミュニティ活動に使用できる（イベントなど） 地域 2C
地域とともに（地域開放） 多目的で安全な駐⾞場、駐輪場3C
地域住⺠の利用可の施設 図書館（県とオンライン）、
調理室、会議室

共働 2C

地域の中の学校②（会議室、体育館、家庭科室） 地域 2
充分な駐⾞場を確保（地域の方がいつでも⾏ける） 施設・設備 2C
⾼齢者も集える機能 共働 2C
子ども、地域が活用の場 バザー、家庭用品 地域 2C
地域の方とのコミュニケーションを図る場 地域連携施設 3C
ファーマーズマーケット 食育 5C
調理スペース+カフェ 地域の⼈と子供たちが⼀緒に利用
できる。子ども食堂とかもできる。

食育 5C

地域の⼈と過ごせる部屋がある 地域 2
学童と⾼齢者 デイサービスの併設とか 福祉・医療 5C
地域の方、専門分野の方も子どもたちと⼀緒に使えるレ
ベルの図書館

地域 2

図書館（オープンスペース）自習スペースも完備 地域
への開放

地域連携施設 3C

地域も利用できる図書館 地域連携施設 3C
図書館 地域の⼈も利用できる︕ 文化・芸術 5C
図書館×カフェスペース（いこっとみたいな）大学生とか
も学べるよう専門書とかも扱ってたらいいな

文化・芸術 5C

体育館（プール⼀体）大・⼩ 地域への開放（利用料） 地域連携施設 3C

⻑期休業中は⼀般開放できるプール（水泳教室つき） 地域連携施設 3C

温水プール プール（温水）年中利用可能 地域への開放（利用料） 地域連携施設 3C

体育館に観覧席（イベントホールとして地域や企業に貸
し出す）→地域の活性化

地域活性化へ活用 1C

演劇、映画上映の時の為に多目的体育館 地域活性化へ活用 1C
地域が自由に使える体育施設（ナイター設備のあるグラ
ウンド、体育館）

ハード面 3

ホール機能を備えた最新設備の体育館 地域 2
体育館等施設を利用してのサークル活動 共働 2C
グランドに観覧席（各種イベント等、地域に貸し出す）
→地域の活性化

地域活性化へ活用 1C

公園
グラウンド（多目的利用）水はけ、公園のような施設と
⼀体 地域への開放

地域連携施設 3C

地域の⼈が来やすいコミュニティルームがほしい コミュニティ 1C
地域の⼈との交流が出来るコミュニティスペース（特に
⾼齢者との交流の場）

コミュニティ 1C

多目的ホール 地域の⼈が使える 学び 4C
⾼機能な音楽ホール (音楽会、コンサート鑑賞、etcに
つかえる)

文化・芸術 5C

牧之原市博物館、歴史資料館との併設 文化・歴史 3
博物館 歴史資料館 牧之原市の歴史が学べる 文化・芸術 5C
美術館 文化・芸術 5C
協働農園 授業（理科総合、生活）地域と先生 共働 2C
農園（様々な広さ）→販売へ（産物） 地域との共同に
よる作業

地域連携施設 3C

農園がたくさんある学校 地域 2
校内の田んぼ、ブドウ畑 学校農園 3
大⼩様々な農園がほしい。大⼩様々な花壇がほしい。 コミュニティ 1C
農業体験ができる畑 収穫したら→ファーマーズマー
ケットで売る︕

食育 5C

農園ハウス 田んぼ、ぶどう、イチゴ 食育 5C
習い事教室 子供、大⼈共に 共働 2C
ＩＴ教室 ⼀般公開 共働 2C
学校診療所 Dr、保健師、Ns 福祉・医療 5C
校舎の近くにグラウンドゴルフ場（⼩グラウンドでも
可）があって地域に開放して欲しい

コミュニティ 1C

海と山がある地域を生かしたスポーツ活動などが出来る
施設

コミュニティ 1C

図書館、校庭等は農園、共有スペースで利用 コミュニティ 1C
市内の歴史を展示するスペース 地域活性化へ活用 1C
給食センター メニューが豊富、できたて食べれる、地
産地消

食育 5C

加⼯所 調理できるとこ 食育 5C
児童クラブの⼈数を多くできないか 子育て支援 2
児童クラブを⼊れてほしい 子育て支援 2
児童クラブを近い所にできないか 子育て支援 2
地域の中の学校③学童（放課後児童クラブ） 子育て支援 2
放課後児童クラブを併設 ハード面 3
放課後児童クラブの併設（旧⼩学校毎に使用するのか、
新学校に⼀つにするのか︖）

共学 2C

放課後児童クラブ併設 共学 2C
児童クラブ併設 ⼀ヶ所、敷地内 学童 4C
学童を併設 学童 4C

⽅針6）教職員の充実した指導を支えられる執務空間

（１）効果的・効率
的な執務環境の整備

・必要な広さの執務スペースの確保
・常時ICTが活用できる環境の整備

■効果的・効率的な職員室
職員室は内外を目視しやすく、子どもたちとのコミュニ
ケーションが図りやすい配置とし、教職員同士の連携や交
流が取り易い執務空間とする

（２）創造的な執務
環境の整備

連携・交流・打ち合わせ等ができる共有
スペースの検討

■充実した指導ができる環境
教職員のリフレッシュやコミュニケーションの場の整備や
ICT環境の整備等により、教職員が生き生きと働くことが
できる環境を整備する

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境

（１）安全・安心の
確保と防災機能の強
化

・構造体・非構造部材・⼯作物等の安全
性の確保
・児童生徒や教職員と地域の⼈の動線の
整理
・死角をつくらない
・自家発電設備の設置
・ユニバーサルデザイン化

安全安心な学校
■安心して通える安全な学校
・教職員の目が⾏き届く死角の無い施設計画、構造・非構
造部材・⼯作物等の安全性、防犯機能の確保
・安全な登下校や送迎ができ、使い易いバスロータリーや
駐⾞場を整備する

■災害時の防災機能が充実した学校
十分な耐震・耐火性能、洪水対策など防災機能を⾼め、災
害時には避難所として対応可能な施設整備

災害に強い学校

（３）通学環境の整
備

・バスロータリーの整備 安全に送迎できる敷地内⾞路・駐⾞場

使い易いロータリー■⻑期的に維持管理しやすい施設
耐久性やメンテナンス性が⾼く、ライフサイクルコストを
抑えながら⻑期にわたり維持管理ができ、多用途への転換
が可能な施設計画
■脱炭素社会の実現を目指した施設
省エネルギー化・再生可能エネルギーの導⼊などによるエ
コスクール
■景観に調和した施設
周囲の景観や地域の特性に適した施設外観や外構計画

使い易い駐⾞場

動線

３ 安全・安心な学校

児童生徒と地域との交流の場の整備

図書館の地域開放

地
域
や
社
会
と
の
共
創
空
間

（１）活動し易く、
コミュニケーション
を取り易い空間
（２）交流の拠点と
なる施設の多機能化

地域と学校が共に子どもを育てるCSのた
めのスペース）
・多様な⼈材が作業できるスペース
・情報交換やコミュニケーションができ
るスペース
機能拡充による⾼機能化・多機能化）
・事故発生防止や防犯機能の確保
・開放するエリアの明確な区分

市⺠活動施設の併設

給食室等の整備

放課後児童クラブの充実

４ 地域の未来を担う子どもを育てる学校

５ 働きやすく充実した指導ができる学校

効果的で創
造的な執務
空間

プールの地域開放

体育館の地域開放

グラウンド・屋外空間の地域開放

地域で使える部屋・スペースの整備

コミュニティルーム

ホール

美術館・博物館

農園

その他

■地域と学校が共に子どもを育てる環境
コミュニティ・スクールを核に、地域の⼈々が活発に情報
交換やコミュニケーションを取り交流できる学校

■地域の交流の拠点となる施設
・施設の複合化・多機能化により、地域が利用できる機能
を有する
・児童生徒の使い易さや安全性を第⼀に、開放エリアや動
線を⼯夫し、地域も活用し易い規模や機能とする

地域に開かれた学校

地域利用の検討
（図書館・体育館・会議室・調理室など）

十分な広さの駐⾞場
ユニバーサルデザイン


